
     

Bulletin 

2011.２
SANJYO YANAGINOBANBA HIGASHI-IRU NAKAGYOKU KYOTO. JAPAN 〒604-8083 TEL(075)231-4388 2011.2.1発行 第25巻第８号通巻302号

"TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT"

国 際 主 題 
アジア区主題 
西日本区主題 
京都部主題 
メネット主題

Once More We Stand  心新たに立ち上がろう
Once More We Stand  心新たに立ち上がろう 
飛翔たとう ワイズスピリットを胸に  泰然自若の精神で 
ワイズにビジョンを、思いやりと共に  ～世界のワイズが輪になって～ 
「愛の心」 ～原点に立ち返って私たちに出来ること～ 

わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことな
のである。  

マタイによる福音書 25章40節の一部 

『自分を愛するように 
   あなたの隣人を愛しなさい。』 

 
社会福祉法人イエス団 豊島神愛館（乳児院）館長 石原正彦 

 昨年1年間全国で保護者からの身体的虐待や食事を与えられないな

どにより13名の子どもたちの尊い命が奪われました。７月には東大阪市で幼い姉・弟

が家に閉じ込められて餓死した事件も起こりました。亡くなった子どもたちのことを

考えるとあまりにも残念でなりません。この傾向は減るどころか増える一方です。日

本の将来が危ういです。 

 さて、全国に乳児院は121か所あり、3124名の０歳～概ね３才までの子どもが入所

しています。また児童養護施設は569か所あり、１歳～18歳までの児童が30695名入所

しています。その数は年々増えています。施設入所の理由はさまざまです。施設は愛

着形成が重要な乳幼児、安定した家庭環境での生活が必要な児童のために保護者に代

り子ども達を養育しています。子ども達は家庭と同じように施設から幼稚園、学校、

塾に行きます。豊島神愛館は香川県唯一の乳児院です。豊島神愛館の入所定員は29名

です。現在22名の乳幼児が入所しています。職員29名で24時間365日昼夜関係なく養

育を行っています。 

 豊島神愛館の開設は1947年です。豊島神愛館創設者吉村静枝は戦後混乱期、食糧難

の時に坂出で８人の遺棄児を預かりました。豊島で農村開拓伝道を行っていたイエス

団創始者賀川豊彦から、かつて結核療養所として使用していた施設を与えられ豊島で

遺棄児の養育を始めました。豊島は当時「ミルクの島」と呼ばれ乳牛がたくさん飼わ

れ、子どもたちに必要なミルクが確保出来たからです。吉村静枝初代館長は30周年巻

頭言の冒頭に『美しいもの、善なるものとたたえられることは世の中にたくさんあり

ますが、報いられないものに心をこめて捧げる愛ほど、美かつ善なるものはほかにな

いと私は信じます。』と記しておられます。その信念は豊島神愛館の設立理念『自分

を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい』にあらわされ60年経った現在もその精神

は職員に変わりなく受け継がれ入所児の健やかな成長と幸福な未来を願い養育に全力

で当たっています。 

 西日本区メネット会から今年車を寄贈いただくことになりました。豊島内での移動

は車がないと出来ません。また、乳児を連れて小豆島に行くにも車がないと困りま

す。乳児院では車は必需品です。本当にありがたいです。また、今回豊島神愛館のこ

とをお知りになられてタオル、オムツ、子ども服などもたくさんいただきました。あ

りがとうございました。これからもご支援よろしくお願いいたします。 
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２月例会案内

２日(水) 
 通常例会 
京都YMCAウエルネス事
業部部長久保田展史氏
をお迎えして、ＹＭＣＡが
行うキャンプ、教育の一
環としてのキャンプ論に
ついて学びます。

１６日(水) 
 ＴＯＦ例会 
世界中の飢餓に苦しむ
子供たちを想い、一食の
空腹を共にして、食事代
を献金します。

例会出席

１月第１例会 
１月第２例会 
在籍者数 
出席率 
前回出席修正

9名
11名
15名
93.3％

ＢＦポイント

切手 
現金 
 
累計

2,930pt
0円

2,930円

ニコニコ

１月第1例会 
１月第2例会 
 
累 計

0円
4,000円

41,500円

ファンド

 
 
 
 
累 計

0円

314,4650円

ＴＯＦ・ＣＳ・ＦＦ 
ワイズの大事な活動資金です、各クラブでしっかりアピールし、しっかり集めて、
しっかり活用いたしましょう。 

林良廣 地域奉仕・環境事業主任 



第一例会  合同新年例会の報告 2011年１月８日
廣井 武司 ys

 2011年1月8日、平安会館にて午後7時から京都ウエルクラブと京都プリンスクラブの合同新年例会がもたれま

した。開会に先立ち2クラブのメンバーでこれからの両クラブの協力体制をどうするか、また支援についての話

し合いがもたれて、基本的な合意がなされました。まだ詳細はこれからつめるとして、ともに一歩前進をめざ

すことになりました。 

 例会はウエルクラブ上野会長の開会点鐘、挨拶で始まり、久しぶりの挨拶もすこし緊張気味。今日の例会は

上野会長光っています。いつもどうりの例会の運び、やっぱり親子クラブ、なんの違和感もなく進行する。プ

リンスの森会長から昨年暮れに緊急入院された西堀ワイズの報告がなされ、参加者全員で一日も早く回復され

んことを祈った。 

 お休みの会員が目立つ中、ウエル松田ワイズのスムーズな司会で阿部連絡主事からの報告、食前感謝と進

む。もういい時間、喉も渇く、お腹も・・・・。 乾杯！！プリンス岡西次期会長の発声でようやく食事。ﾌﾘｰ

ドリンクとあってみんなよく飲みました。それまで比較的静かだった会場がにぎやかになってきた。人数の少

なさを感じさせないいい雰囲気であっというまに食事終了。 

 これからゲーム大会。今回は私にとっては初めての体験となるゲームである。テレビではよくみているのだ

が、任天堂Wiiのボーリングゲーム。3チームでの競争となるも、初めての経験でうまくいくはずもなく血圧が

あがる。しかしチームメイトの踏ん張りで見事に1位、記念品をゲットする。しかしこの遊び、すごい盛り上が

り、声援、ヤジで熱を帯びる。このゲームほしくなった。つぎのドアプライズの景品のひとつにしてと、お願

いします。 こうして、楽しく合同新年例会はお開きとなりました。ウエル、プリンスこれから仲良くワイズを

たのしむことを願って・・・・・ 

飛行機に乗れなかった私が 森 伸二郎 ys

 私が生まれて初めて飛行機に乗ったのは３０歳を過ぎてから、お得意さんの慰安旅行で奄美大島へ行ったと

きです。伊丹空港からジェット機で鹿児島空港へ、そこからプロペラ機ＹＳ１１で奄美大島へ。あんな大きな

鉄の塊が、空に浮かぶことが納得できなくて、また落ちたら一巻の終わりと思うと好んで飛行機に乗る気にな

れませんでした。ワイズに入会して数年目、熊本で日本区大会があった時も、皆は飛行機で行かれたんです

が、僕は新幹線と特急つばめ号で行きました。極力飛行機を避けていたのですが、その後一度だけ、福岡から

の帰り新幹線の切符が取れなくて、怖々飛行機で帰った事がありました。 

 今から１０年前、クラブ会長を仰せつかった年、ＩＢＣで台中へ訪問する廻りになっていました。５０歳近

くになってパスポートを持ってない事も恥ずかしいなぁ・・・飛行機に乗る練習をしなくては。９月に北海道

の十勝で開催されたアジア大会に、続いて１２月にはＤＢＣで沖縄へ飛行機に乗って行きました。乗る前は不

安です。滑走路に着地した瞬間には「飛行機っていいなぁ」と思えるのですが、暫く乗らないとまた乗る前は

不安になります。しかし続けて２回も乗ると「もしかしたら飛行機は、落ちないようになってるのかも」と思

えるようにもなり、初めての海外旅行だった台中訪問も無事に果たすことができました。生まれて５０年の間

に３度しか飛行機に乗った事のない私が、ワイズのおかげで半年の間に３度も飛行機に乗りました。 

 ある日、ＴＶを見ていると現在の飛行機が、如何に安全に出来ているか、またなぜ空に浮くことができるの

かを説明している番組に出会い、飛行機が空に浮かぶ事が納得できる様になりました。機体の周りを流れる気

流の速さの違いで、機体の上部に気圧の低い部分が生まれ、それによって浮力が生まれるという説明でした。

それが変に納得できたのです。それ以来、飛行機に乗る事の不安が少なくなり、今では格安チケットをゲット

するのが楽しみの一つとなっています。関空－女満別￥12,600円。神戸空港－沖縄 ￥11,000円。今は廃止され

ましたが、ＡＮＡのバースデー割引で石垣島まで片道１万円で行きました。 



第二例会   半期総会
2011年１月19日
小泉 洋 ys

 森期の半期総会が、１月19日に開催されました。でも、肝心の主役の森会長が風邪でダウンされ休まれまし

た。今年の冬は寒いです。京都に久し振りの、私の少年の頃の記憶しかない量の降雪が、大晦日から元日、そ

して先日の16日の日曜日にありました。私の自宅周辺では積雪が20ｃｍ近くとなり、久し振りの京都らしい風

情のある冬景色を見ることが出来ました。森会長はその二日とも外出されたみたいで、点滴を受けるはめにな

られました。お体、大事にしてください。 

 また、森会長よりも大変かなと思われるのが西堀ワイズです。年末に倒れられ入院されています。手術もさ

れたそうです。京都部広報事業主査を務められ、そして来期には国際議員ICMの大役を予定されており、心身

にお疲れがあったのかと推測いたします。どうか一日も早い回復を、元気なお姿を見せていただきたいと、切

に思います。 

 開会点鐘そして会長挨拶は、三村副会長が代行されました。やはり、病気による欠席者お二人のことを心配

するお話となり、皆、沈痛な思いの雰囲気となりました。そして、今期の会長副題「Restart! Aim for 

Double」の話となり、今期は入会者がまだ一人ということで、メンバー増強をめざして取り組む姿勢を全員で

意識してほしいと結ばれました。会場の雰囲気は静かなものとなり、これは先の話とは話が違うので、この雰

囲気は大いに問題です。しかし、皆の本意は静かなる忸怩たる思いがあるのだと理解しています。 

 半期総会ですが、正会員13名の会則定足数９名を超える11名の出席があり成立しました。議長・書記指名の

後、第１号議案の各事業委員会の半期活動報告が各委員長よりありました。Yサ・ユース委員会は、サバエ開

設ワーク、青い空と白い雲キャンプ支援金贈呈、星空観望会、YMCA学園祭、国際協力街頭募金と多くの報告と

なりました。地域奉仕・環境委員会は、マイマイスタッフをお招きしてのCSアワー、チケット購入協力のワイ

ズデーでした。交流委員会では、西条酒祭りのDBC活動、ウエストオアフクラブとのIBC締結に向けての報告が

ありました。ファンド委員会は、スイカファンド、ジャガイモファンドと報告があり、スイカファンドはクラ

ブファンドとして定着を望む話と、下半期もファンドへの協力を依頼すると結ばれました。広報委員会は、西

堀委員長に代わって担当三役の私が報告しました。HPトップページの毎月更新の励行と、HPのどの項に関心が

あるのかを調査する予定の二つでした。ブリテン委員会は、一日発行が遅延しないようにしていきたいとのこ

とでした。EMC委員会は、荒木利彦君の入会とメンバー増強への協力の必要性を強調されました。最後にドラ

イバー委員会は、各例会の報告と、報告書には記載出来なかったクリスマス例会の報告がありました。クリス

マス例会の決算報告は、間に合わず後日役員会での報告となりました。 

 そして次に、第２号議案の半期収支決算報告が滞りなく終了し、続いて第３号議案のウエストオアフクラブ

とのIBC締結と６月西日本区大会での締結式、第４号議案のウェルクラブ存続支援協力の審議がなされまし

た。その後質疑応答を経て、第１号議案から第４号議案まで一括の表決となり全員の賛成でもって成立しまし

た。半期総会は時間内で無事終了し、閉会となりました。   

東広島クラブからの報告   
 今年の冬はどうしたことでしょう。北陸地方や日本海側の雪の量の異常なこと。雪おろしで何人もの方が

亡くなられたニュ－スを見るに胸が痛みます。何十台もの車が立ち往生したり、列車も動かなくなったり本

当に大変なことです。西条は先週日曜，月曜と４～５センチほど積もりましたがそれでも凍結すると冬タイ

ヤでスリップしました。 

 我がクラブは一月はボ－リング例会をしますが今年は腰や足を痛めた人で盛り上がりませんでした。で

も、それなりに楽しい時間が過ごせました。５日には岩国クラブに第二クラブが誕生します。東広島クラブ

もメンバ－を本気になって増やさないと消滅しそうです。やはり１５名以上いないとクラブとして運営しに

くいです。今年こそ若いメンバ－の入会を！！  

東京サンライズクラブからの報告   
 １月の第一例会は、在京ワイズ合同新年会に合流の形で行なわれたため、クラブとしてはほとんど何もし

ていません。 

 第二例会も出席者が少なく、あわや流会かとも思われましたが、集まったメンバーは夜遅くまで（珍し

く）熱くサンライズの様々なことを語り合いました。次期会長も御園生さんに決まり、菰渕君があずさ部の

国際・交流事業主査になることも決まりました。 



 先日ある方のお話の中
で、以前にテレビでよく放
送されていた公共広告機構

のメッセージ「いのちは大切です。いのちを大切に。
そんなこと、何千何万回言われるより“あなたが大切
だ”と誰かに言ってもらえるだけで生きていける」と
いうことに感銘を受けられたとありました。 
 今日の社会状況を俯瞰(ふかん)し、さまざまな課題
をもつ青少年に思いを寄せる時に、「みんな」に向け
たきれいな言葉だけでなく、「あなたは大切な人で
す。私にとって、私たちにとってあなたは大切な宝で
す」、「あなた自身を大切にしてください」と私たち
が伝えることが大切であると思います。YMCAの事業や
プログラムを通して発信されたそのメッセージを受け
取った「一人ひとり」は自信を持つて生きることがで
きます。 これらの伝える思いを持ったリーダーを育
て、さまざまな環境設定をして、「すべての一人ひと
り」が「他者への慈愛」と「自分を大切にする自愛」
の気持ちを育むことがYMCAの使命と考えています。  

１.新年度プログラム募集 
子供たちのウエルネスプログラムの新年度募集を行いま
す。ご参加をお待ちしております。受付はお電話にて受け
賜ります。 
スイミングスクール・幼児・少年体育活動 ２月23日(水)午
前10時より 電話075-255-4709 
グローバルアウトドアクラブ ２月23日(水)午前10時より 電
話075-231-4388 
２．春休みスキーのお知らせ 
春休みのスキープログラムの参加者募集中。春の陽気の
中でシュプールをえがきましょう。是非ご参加ください。 
◆リトルキッズスキー春 小学１年～２年生 ３月26日(土)朝
～30日(水)朝 志賀高原横手山スキー場 
◆小学生スキー 春 小学３年～６年生 ３月26日(土)朝～
30日(水)朝 志賀高原横手山スキー場 
◆中高生スキー春 中学１年～高校３年生 ３月24日(木)夜
～30日(水)朝 志賀高原ジャイアントスキー場 
◆チャレンジスキー春 小学４年～高校３年生 ３月24日
(木)夜～30日(水)朝 志賀高原ジャイアントスキー場 
※チャレンジスキーは緩斜面での確実なパラレル操作が
出来る方 中・上級者向き 
◆北海道スキーキャンプ本格的なスキーシーズン!スキー
といえば憧れの北海道!パウダースノーで広大な、北海道
ニセコスキー場で思う存分スキーを楽しみましょう。 
日程 2011年３月22日(火)朝～25日(金)夜３泊４日 
行先 ニセコひらふスキー場(宿泊ニセコ高原ホテル) 
集合・解散 伊丹空港国内線カウンター前 
対象 小学校４年生～高校３年生 YMCAワッペン４以上
(パラレルターンが出来る人以上) 
定員 24名(最少催行人数10名) 
費用 142,000円(YMCA会員以外の方はシーズン会費
2,000円が必要です。) 
費用にはスキーレッスン代・リフト代は含まれます。 23日
と24日の昼食はふくまれません。 
３．春休み小豆島少年少女キャンプ参加者募集中 
カヌー・ヨット・釣りなどのマリンｽﾎﾟｰﾂ、磯観察やクラフトな
どのプログラムの中から、グループ毎に選択して楽しみま
す。神戸ＹＭＣＡの子ども達と一緒にキャンプを過ごしま
す。きっと新しい友達がたくさんできるでしょう。 
場所 神戸YMCA余島キャンプ場(香川県小豆郡余島) 
日程 ３月26日(土)～３月30日(水)４泊５日 
対象 小学校３年生～高校３年生 定員20名 
費用 54,000円(会員外の方は別途シーズン会費2,000円が
必要となります。） 

４.2010年度卒業生リーダー祝会のお知らせ 
今年も多くの少年リーダーが社会に巣立とうとしておりま
す。ＹＭＣＡでの活動に捧げていただいた労力と時間は、
明日をつくる子どもたちの大きな糧となったに違いありませ
ん。情熱ある働きに感謝するとともに、ＹＭＣＡでの経験が
今後にいかされることを祈ってともに祝いたいと思います。 
日時 ３月13日(日)午後２時～５時30分〔予定〕 
場所 京都ＹＭＣＡ本館マナホール 
５.春休みスイミング・デイキャンプ・鉄棒とび箱が好きにな
る教室ご案内 
会員とその兄弟２月３日(木) 午前10時～ 
会員・一般２月３日(木)午後２時～ 
2010年度冬休みのプログラムにご参加いただいたシーズ
ン会員の方は10時より受付ます。 
Ａ.春休みスイミングスクール 
期間 ３月25日(金)～30日(水) 連続６日間 
対象 新年中・新年長(平成17年４月２日～平成19年４月１
日生)／新小学1年生～新中学3年生 
場所 京都YMCAウエルネスセンター三条 室内温水ﾌﾟｰﾙ 
費用 8,000円〔会員外はシーズン会費2,000円必要) 
Ｂ．デイキャンプ 日帰り連続４日間  
◎幼児 たんぽぽ 期間３月28日(月)～31日(木) 
午前９時30分～午後４時30分 
対象 年少・年長(平成16年4月2日～平成19年4月1日生)定
員50名 
費用28,000円(会員外はシーズン会費2,000円必要) 
◎小学生 つくしんぼ 期間３月28日(月)～31日(木) 
午前９時～午後５時 
対象 小学１年～４年生 定員30名 
費用 28,000円〔会員外はシーズン会費2,000円必要) 
Ｃ．鉄棒・とび箱が好きになる教室 連続５日間 
定員各クラス15名  
日時３月25日(金)～29日(火)連続５日間 
対象 Ａクラス 新小学1～４年生 午前９時～10時10分 
Ｂクラス 新幼児年中～小学１年生 午前10時25分～11時
35分 
Ｃクラス 新幼児年中～小学１年生 午後１時～２時10分 
Ｄクラス 新小学1～４年生 午後２時25分～３時35分 
場所 京都YMCAウエルネスセンター 地下マナホール 
費用 10,000円 (会員外はシーズン会費2,000円必要) 
※全てのプログラムに関するお問合せ・お申し込みは 
電話(075)-231-4388  FAX(075)-251-0970 
E-Mail kyoto@ymcajapan.org(ボランティアセミナー除く)  

   Ｆｅｂｒｕａｒｙ 

 

   ２月  

 

  <承認された議案> 

 １日 廣井 武司  7日 久保田 展史

１３日 北野 功治 １７日 岡西 博司

２日（水）
 ６日(日) 
 
 ９日(水) 
１３日(日) 
１６日(水) 
２５日(金)

第一例会 グランドプリンスホテル
ＣＳチャリティーボーリング 
         しょうざんボール 
三役会  会長宅 
京都部評議会 京都ＹＭＣA 
ＴＯＦ・役員会例会 グランドプリンスホテル 
ＥＭＣシンポジューム メルパルク8Ｆ

◆議案なし 


